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はじめに

筆者は、大学における教養教育における美術教育のあり方について、自己の実践を省察し改善と試行錯誤

を重ねてきた１）。本稿では、直近の実践を振り返り、授業内容とテキスト選定、及びテキストを授業本体

や宿題にどのように生かしたかについて考察を交えてまとめる。今回は主にテキストをどのように活用した

かについて述べる。

１．共通教育「ＡｒｔのＡ」

考察の対象とする授業は、山口大学共通教育の中で筆者が担当している「ＡｒｔのＡ」である。この授業

は、系列で「一般教養」のうち「人文教養」「社会教養」「自然教養」「学際的教養」の中の「学際的教

養」、その「学際的教養」の中に６つの分野があり、そのうちの「文化の継承と創造」の中の一科目である。

筆者が単独で担当している。クォーターの授業であり、2017年度は前期クォーター２と後期クォーター４に

開講され、今回考察の対象とするのは後期クォーター４の実践である。2017年度後期クォーター４開講の

「ＡｒｔのＡ」の受講者は、最終的に試験を受けるまで受講した者が、経済学部26名、工学部10名、計36名

であった。水曜日１・２時限。教室は共通教育３番教室。

シラバスの「概要」に以下のように記した。

【内容】2014年度までの共通教育「美術史」をベースに、さらに緩やかにさらに幅広く造形表現を概観

する。絵画作品を中心とする。必ずしも通史的な扱いはしない。

「ＡｒｔのＡ」とは、「アート」の「ア」、「ＡＢＣ」の「Ａ」、「あいうえお」の「あ」、即ちアー

トの基本の「き」という意味である。

２．テキスト

テキストの選定の基準・条件は、2017年度前期までと同様の以下のとおりである。

ａ．授業者が構想する授業内容に合致し利用しやすいこと

ｂ．文庫本または新書本であること

ｃ．価格が1000円以内であること

ｄ．図版が豊富であり、可能な限りカラーで鮮明であること

ｅ．出版年が比較的新しいこと
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ｆ．インターネット上などでの評価が高いこと

2017年度後期は『早わかり！西洋絵画のすべて　世界10大美術館』（望月麻美子・三浦たまみ著、大和書

房［ビジュアルだいわ文庫］、2014年５月、定価：本体740円）とした２）。

所収されている10の美術館は以下。［　］内は所在地。掲載順。

　ルーヴル美術館［フランス、パリ］

　メトロポリタン美術館［アメリカ、ニューヨーク］

　エルミタージュ美術館［ロシア、サンクトペテルブルク］

　オルセー美術館［フランス、パリ］

　ロンドン・ナショナル・ギャラリー［イギリス、ロンドン］

　プラド美術館［スペイン、マドリード］

　ウフィツィ美術館［イタリア、フィレンツェ］

　ワシントン・ナショナル・ギャラリー［アメリカ、ワシントン］

　ヴァチカン美術館［ヴァチカン市国］

　ウィーン美術史美術館［オーストリア、ウィーン］

美術館ごとにまとめられており、各美術館に関する概説が４～６ページ、続けて所蔵作品から10作品（10

名の画家）ずつが選ばれ１作品につき見開き２ページで扱われている。図版はすべてカラーである。

３．テキストの活用の仕方

授業に用いたワークシートと宿題プリントを資料１～６として文末に掲げる。サイズは、実物がＡ４のも

のをＡ５に縮小してある。【１】から【６】は授業回を示している。

基本的な授業内容は同年度前期の実践とほぼ同じであるので割愛する。

この実践でテキストとして用いた書籍を2018年度前期の教育学部の専門科目「美術理論」（１年生前期、

第１セメスター開講）のテキストとしても用いた。「美術理論」は、クォーター授業である「ＡｒｔのＡ」

と異なりセメスター授業であるため授業回数も多いので、「ＡｒｔのＡ」で詳しく扱えなかった美術館につ

いても宿題プリントとして扱えた。その宿題プリントを資料７～９として同様に文末に掲げる。

以下、各資料について、ねらいや要点を述べる。

３－１　資料１【１】ワークシート

第１回の授業のワークシートは、テキストの「はじめに」（４ページ分）を読んで記述するものである。

書籍の「はじめに」であるから、読者の興味・関心を引くべく記述してあるので、大学での美術の授業の最

初の課題に相応しい。筆者がこの授業で柱としている時代様式。その中のルネサンス期の３大巨匠も本文に

盛り込まれているので、それらを抽出させた。

３－２　資料２【１】宿題　ルーヴル美術館

今回のテキストに限らず、書籍に掲載されている図版は、実物の大きさがわかりにくい。美術作品の図版

を見る際に、その原寸をイメージすることは大切なことである。したがって、それを受講生に確認させてい

る。この書籍は、掲載されているすべての図版に作品のサイズが記されている点も優れており、テキストと

しても使いやすい。

「ガブリエル・デストレ～アンリ４世～マリー・ド・メディシス」、「ダヴィッド《皇帝ナポレオン１世

と皇后ジョセフィーヌの戴冠式》と事実の違いのエピソード」、「ジョルジュ・ド・ラ・トゥール《いかさ

ま師》」、これらはいずれも、テキストに関係なく筆者が授業内容として扱う事柄である。

３－３　資料３【２】宿題　エルミタージュ美術館

筆者の授業においては、内容論の授業においても教育論の授業においても「芸術作品の２側面：内容と形

式」を必ず取り上げる。美術作品を鑑賞する上でも、美術教育を構想・実践する上でも非常に重要な知識だ

と思うからである。この宿題においてティツィアーノの作品とマティスの作品を形式において比較させてい

る。美術史の基本である時代様式とｉｓｍについても抽出させている。
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３－４　資料４【３】宿題　ウフィツィ美術館

すべての学生の頭の中にきちんとした歴史年表があるわけではない。高校までに学習したことも、忘れて

いる学生が多い。したがって、改めて歴史のポイントを整理して理解させる必要がある。西洋美術史におい

てルネサンスは非常に大きなターニング・ポイントであり重要な時代であるので、時間的に幅のあるルネサ

ンス期であるが、「盛期ルネサンスの三巨匠が生きた1500年前後がひとつのピーク」ということを理解させ

て覚えておくように筆者は指導している。この宿題においてそれを考えさせている。

ボッティチェリの《ヴィーナスの誕生》と《春》も、テキストに関係なく筆者がしばしば取り上げる教材

である。

時代による描き方（形式）の違い・変化について、テキストに掲載されたジョット、マザッチョ、ラファ

エロ、三者の聖母子像を用いて考えさせている。

３－５　資料５【４】宿題　ヴァチカン美術館

システィーナ礼拝堂も、言わば筆者の持ちネタのひとつである。美術史のスタートとしての古代洞窟画の

学習において、ラスコーやアルタミラなどの洞窟画３）が何のために描かれたのかを考えさせ、単なる「食

料としての獲物が撮れますように」という実利的な祈りのためではなく、自然や神のような存在に対する祈

り、即ち今日の宗教のような活動のために描かれたのではないかという結論に導き、ラスコーの主洞が「先

史時代のシスティーナ礼拝堂」という異名を持っていることを告げてシスティーナ礼拝堂へ話題をつなげる

のである。

システィーナ礼拝堂内の作品の中でもミケランジェロの天井画と正面祭壇画を取り上げる。これらについ

てもこのテキストでは図版とともに掲載されている。図版が修復前のものであるが、筆者はこの修復を授業

内容として扱っているので、受講者にまずテキスト掲載の図版を見せて、その後にプロジェクタで修復後の

鮮やかな図版を見せることによって、効果的に使える。

この章にはフレスコの説明がある（p.228）。技法を知ることは大切である。テキストに関わらず筆者が

解説している内容が文字情報だけではあるが簡潔に記されており、テキストとして使いやすい。

３－６　資料６【５】宿題

筆者は、共通教育におけるクォーター授業の回数を、大学の方針どおり「試験週間の２回分のうち１回は

授業を行い第２週で試験をする」ようにしている。しかし、この期は、試験週間の第１週に出張が入ってい

たため、やむを得ず授業を６回で終えた。

テキスト掲載の10の美術館のうち４館しか取り上げられなかったので、最後の宿題は、残りの美術館につ

いて、量は少ないが、網羅的に扱う形とした。

フェルメールの作品４点について、所蔵先を超えて見せるように工夫した。解答する「共通点」としては、

内容でも形式でもよい。

４．専門教育科目「美術理論」のテキストとしての活用

教育学部で美術を専攻する１年生用の授業科目「美術理論」は、美術理論の入門的な位置づけである。筆

者はこの科目を2016年度から担当している。それまでに共通教育の「美術史」「ＡｒｔのＡ」で実践してき

た内容をベースに、美術の授業としてのレベルを少し上げ、教員養成に関する内容を少し盛り込んでいる。

2018年度前期「美術理論」のテキストに同書を採用し、2017年度後期「ＡｒｔのＡ」で使用したワークシー

トと宿題プリントはほぼそのまま利用し、「ＡｒｔのＡ」で扱えなかった美術館について新たに宿題プリン

トを作成した。共通教育においては１回の宿題をＡ４一ページを基本としたが、専門教育においてはＡ４二

ページ分（Ａ３）とした。内容も専門性が少し高いものが含まれている。最終回の宿題は、共通教育同様、

扱えなかった美術館に関する内容と授業内容とを網羅的に扱う内容となった。

これらの宿題プリントは、少し改変するだけで共通教育にも使用することが可能である。
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おわりに

pp.260，261にマンテーニャの《聖セバスティアヌス》が取り上げられている。これは筆者の授業内容の

ひとつ「イコノグラフィーとイコノロジー」の教材としている作品である（別ヴァージョン有り）。

近年、日本において日本美術に対する興味・関心は20世紀に比べれば高まっている。それでも日本の美術

教育は西洋偏重である。今回のテキストも「過去の美術」「西洋の美術」が中心である。それらを補うべく、

今回の授業に限らず筆者は授業において「今日の美術、同時代の美術」「日本の美術、日本の作家」を取

り上げるようにしている。今回のテキストには、１ページだけではあるが（p.215）、絵巻物、フェノロサ、

岡倉天心、廃仏毀釈の記述があり、これらはテキストに関係なく筆者が授業内容としている事項でもあるの

で、専門科目「美術理論」の方では取り上げた。

今回の授業では、テキスト掲載の10の美術館（章）すべてをつぶさに読ませることはできなかった。しか

し、部分的に作品や画家をまったく取り上げなかった美術館（章）は無い。それだけ、この書籍が筆者の授

業内容に合致しており、使いやすかったということである。テキストの全ページを扱うことはできなかった

が、授業時間が限られているのでやむを得ない。授業では扱えなくても、テキストは受講者の手元に残る。

筆者がこれまでのこの一連の論考において述べてきたとおり、大学の教養教育を終えた後にも生涯学習の観

点から受講者の手元に美術に関するある程度まとまった書籍が１冊残ることは、一社会人の教養の一部とし

て、また卒業後も美術との接点や美術の窓として大切なことであると考える。
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